
JP 2009-527262 A5 2011.2.10

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成23年2月10日(2011.2.10)

【公表番号】特表2009-527262(P2009-527262A)
【公表日】平成21年7月30日(2009.7.30)
【年通号数】公開・登録公報2009-030
【出願番号】特願2008-550878(P2008-550878)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ  18/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ  18/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ  18/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ  17/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ  17/39    　　　　
   Ａ６１Ｂ  17/36    ３３０　
   Ａ６１Ｂ  17/36    ３５０　
   Ａ６１Ｂ  17/00    ３１０　

【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　標的部位に近接して設置され、位相制御されたＲＦエネルギを受け取るのに適切な電気
外科プローブ
　を含む、患者の標的部位にエネルギを送達するためのデバイス。
【請求項２】
　前記標的部位は組織であり、前記電気外科プローブは少なくとも一対の電極を備え、前
記エネルギは、前記電極間の組織領域において、前記組織の温度を不均等に上昇させる、
請求項１に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記電気外科プローブは、電気外科デバイスの一部であり、前記電気外科デバイスは、
（ａ）第１および第２のＲＦ源、あるいは、第１および第２のＲＦ出力を含むＲＦ源と、
（ｂ）前記電極の対に供給された前記ＲＦエネルギ間の位相を制御する手段とをさらに備
える、請求項２に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記電気外科プローブは、第１および第２の電極の対を備え、前記第１および第２の電
極の対を第１および第２のＲＦ源に電気的に連結させることによって、前記第１および第
２の電極の対に供給される前記ＲＦエネルギ間の位相を調整可能にできるか、あるいは、
前記第１および第２の電極の対を単一のＲＦ源により生成される第１および第２のＲＦ出
力に電気的に連結させて、前記第１および第２のＲＦ出力間の位相を調節可能にできる、
請求項１に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記標的部位は、皮膚、器官、粘膜、血管、小胞、毛幹、複数の小胞、複数の毛幹、あ
るいは、それらの組み合わせである、請求項１に記載のデバイス。
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【請求項６】
　前記標的部位は皮膚であり、前記エネルギは前記皮膚表面下の前記組織の温度を不均等
に上昇させる、請求項４に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記皮膚表面と実質的に直角を成し、前記第１および第２の電極の対の間にあるいは下
に配置された前記皮膚下の１つ以上の組織柱の温度は、前記１つ以上の組織柱の周囲組織
に相対して上昇し、前記１つ以上の組織柱は、前記皮膚表面に最も近い近位端と、前記皮
膚表面から最も遠い遠位端とをそれぞれ有し、前記第１および第２の電極の対の間の前記
皮膚表面の温度は任意で調節される、請求項６に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記標的部位は組織であり、前記電気外科プローブは、前記組織表面に近接近して配置
されることによって、電界が前記組織に電流を生成し、前記電流は、前記組織の前記表面
に垂直である実質的な成分を有しており、前記電流は、前記組織の不均等な加熱をもたら
す、請求項１に記載のデバイス。
【請求項９】
　（ａ）患者の標的部位にＲＦエネルギを付与する手段と、（ｂ）（ｉ）第１および第２
のＲＦ電源、または第１および第２のＲＦ出力を有するＲＦ電源と、（ｉｉ）前記第１お
よび第２のＲＦ電源間の位相を制御する手段とを備える発生器と、を備える電気外科シス
テム。
【請求項１０】
　ＲＦエネルギを付与するための前記手段は、処置面と複数の電極とを備える電気外科プ
ローブである、請求項９に記載の電気外科システム。
【請求項１１】
　前記複数の電極のうちのいずれか２つは、前記発生器の前記ＲＦ電源またはＲＦ出力の
うちのいずれにも電気的に連結させることができる、請求項１０に記載の電気外科システ
ム。
【請求項１２】
　前記標的部位は組織であり、ＲＦエネルギを付与するための前記手段は、前記標的部位
に不均等電界を生成するように構成され、前記不均等電界は、前記組織の不均等な過熱を
もたらす、請求項９に記載の電気外科システム。
【請求項１３】
　ＲＦエネルギを付与するための前記手段は、処置面と、前記発生器に連結された複数の
電極とを備える電気外科プローブを含む、請求項９に記載の電気外科システム。
【請求項１４】
　生体組織を処置するためのシステムであって、前記システムは、発生器に電気的に連結
され、前記組織表面に電気エネルギを付与するように構成された電気外科プローブを備え
る電気外科デバイスを含み、前記電気エネルギは、前記組織表面上で約１μｍから約７０
００μｍの幅をそれぞれ有する１つ以上の局所損傷領域を形成するのに十分であり、組織
壊死は、前記１つ以上の局所損傷領域内のみで発生するシステム。
【請求項１５】
　前記発生器は、第１および第２のＲＦ電源、または第１および第２のＲＦ出力を有する
ＲＦ電源を備え、前記発生器は、前記第１および第２のＲＦ電力発生器の電圧間の位相を
制御するのに有効な制御ユニットをさらに備える、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記組織表面に接触させ、前記電極間に電位を付与することが可能な２つ以上の電極を
含み、壊死は前記２つの電極間あるいは下の領域で生じ、約１μｍから約４０００μｍの
範囲の直径を有する領域内に限定される、組織壊死を発生させるためのシステム。
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